


















に示 (1) Aと Bび〉 で実 き ものであ 。
B 緒iこ ろう」もしくは「 ijt」γ して しし汀とし、う思し γぞ「もう
ろそ ろうか j と したが、えには












































2. l.三牧 (1993) (2000) 
三牧 (1993) は、スピーチレベルシフトにみられる独話の挿入について、良好な人間関














































































































































で発 される。 を ことも る。
(9) (飲み会の場で、 る意外 を って)
フヰソ一、
(9)の例は、 際に と!涜 の 守プ〉 にて、 のこと 形容して 話し
いてい も同 して「 か
ご一、二 ユ一ー尚 ションの流れや人間関誌 障は られ
なか i味関夜、 ¥3台 関f系 どの要 よ号 FTAと
る で るので 号、コミ
ーションにおい f患者との 係を られ ものであると結
ること きる。
4. 1. 5.惑構表出
























型での独話的 人発 自 の人 。〉 yf」、w して
開き 。〉 る共感、 などの 生 きとし
自色 できる 現で る。 び〉 戸毘以 の
できる さらに、それにより聴者の
調する ともできる。 イトネスの}京 のうち、
己と を最大 にせよというものに て まるもの 号、





































































































( 1 )三牧 (1993) は、疎遠表現を十、親密表現を 0と表記している。
( 2 )特に記述がないものは、実際の会話例を記録したものを使用した。
( 3) ~日本語文型辞典j] 609-611、『日本語文法ノ¥ンドブックj]136参照。
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